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自己点検・評価 様式 

大学名        立命館大学大学院      

研究科・専攻名   薬学研究科薬学専攻 

入学定員       3名 

 

○ 理念とミッション 

 

21 世紀を迎え、ライフサイエンス分野や医工学分野における研究の進歩や技術

革新に伴い、医療分野における診断技術や治療法・予防法が日々高度化している。

薬学は主として薬という面から医療に貢献する学問分野であるが、医療の高度化

と相まって薬学分野においても高度な人材育成が求められるようになった。こう

したニーズを受け、本学は 2008 年 4 月、びわこ・くさつキャンパス（以下 BKC）

に 6年制学士課程の薬学部を設置し、更に、2014 年 4月に大学院薬学研究科博士

課程を設置した。 

薬学研究科博士課程は、薬学の専門的知識と研究力を備え、使命感、倫理観を

有する高度な薬剤師、医療人、研究者として、地域や社会に貢献できる有為な人

材の育成を目的としている。また、医療分野の著しい進展や、超高齢社会、医療

環境の変化に順応し、高度医療においてさらに先端的・先導的役割を担う臨床能

力、研究能力を備えた人材や、地域医療発展を先導できる人材を輩出することを

目指している。 

なお、上記目的を達成するために、薬学研究科には医療薬学分野と病態生理解

析分野の 2 つの専修分野を設置しているが、それぞれの専門分野にとどまらず、

基礎薬学から臨床薬学に至る幅広い領域の最先端の知識取得が可能となるような、

科目配置と研究体制を整備する。また、高度薬剤師養成に向けて、大学医学部等

と連携して、医療現場の医師、薬剤師の指導のもとに、がん化学療法、感染症治

療、病院感染対策、妊婦・授乳婦に対する薬物療法の領域を中心に学べるプログ

ラムも整備している。 

さらに、BKCには、生命科学部、理工学部、情報理工学部、スポーツ健康科学部、

いくつかの研究センターなど自然科学とテクノロジーに関する幅広い学部と施設

が存在しており、それらの機関との連携体制を最大限に活かすことにより組織的

な連携体制の構築が可能である。大型の公的• 民間の外部資金の獲得を行うこと

により、教育と研究の高度化を推進する。また、滋賀医科大学・関西医科大学と

の医薬連携により、将来、高度な職能を有した薬剤師として必要な医療現場での

知識や技能を習得可能な体制の構築を目指す。更に臨床開発や臨床評価などの薬

学研究を行い、短期的な利益にとらわれない自由な研究ができる環境を整備して

いる。 

【自己点検・自己評価】  

本学大学院では、薬学の専門的知識と研究力を備え、使命感、倫理観を有する

高度な薬剤師、医療人、研究者として、地域や社会に貢献できる有為な人材の育

成を目的としている。また、医療分野の著しい進展や、超高齢社会、医療環境の
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変化に順応し、高度医療において、さらに先端的・先導的役割を担う臨床能力、

研究能力を備えた人材や、地域医療発展を先導できる人材を輩出することを目指

している。 

このような理念とミッションは「医療の現場における臨床的な課題を対象とす

る研究領域を中心とした高度な専門性や優れた研究能力を有する薬剤師などの養

成に重点をおいた臨床薬学・医療薬学に関する教育研究を行う」という４年制博

士課程の主たる目的に合致していると考える。 

・ 理念とミッションが薬学系人材養成の在り方に関する検討会から提言されている

「医療の現場における臨床的な課題を対象とする研究領域を中心とした高度な専門

性や優れた研究能力を有する薬剤師などの養成に重点をおいた臨床薬学・医療薬

学に関する教育研究を行う」という４年制博士課程の主たる目的に照らし合わせ、

相応しいものとなっているか自己点検・評価すること 

・ 以下についてはこれらを留意して記載すること 

 

○ アドミッションポリシー 

 

薬学研究科のアドミッション・ポリシー（入学者受入方針）は以下の 

通りである。 

薬学研究科では 

①高度先端医療の場で活躍できる人材。 

②先端科学から医療へ橋渡しを統括できる人材。 

③基礎研究から医療イノベーションをもたらせる人材。  

④専門薬剤師資格取得を目指す人材。 

以上の人材育成を目指して、医療人としての高い倫理観と問題解決に対する意

欲を持ち、高度な専門知識、先端的な研究を通して高度医療や医薬品開発の場

での貢献、活躍を目指す意欲ある者を求める。 

なお、薬学部では、医療の高度化に伴う薬学の深い専門的な力量をつけるため、

以下のような学生を求めている。 

①理科・数学において基礎的な知識を有し、科学的な思考力を持つ者。 

②課題探究心、社会性および一定のコミュニケーション能力を有する者。 

③先端的な医療に関心を持ち、高度専門職業人としての薬剤師となることを強

く志望し、そのために努力を惜しまない者。 

以上のような基礎学力、科学的思考力• 研究能力、コミュニケーション能力等

を有する学生を、大学院ではさらに医療人としての高い倫理観と問題解決に対す

る意欲を高めさせ、アドバンスな内容の講義と演習を通じ、高度な専門知識、先

端的な研究を理解させる。また医科大学と連携した演習を通じ高度医療や医薬品

開発の場での貢献、活躍を目指す者を養成する。 

 

・ 学部教育と大学院との連続性についても記載すること 

ホームページのリンク先 

http://www.ritsumei.ac.jp/gsph/introduce/policy.html/ 
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○ 受験資格 

 一般的な受験資格である6年制薬学部を卒業した者（卒業見込みを含む）及び旧薬学

教育課程の修士課程を修了した者で薬剤師免許を有している者を除き、貴学の受験資

格について該当するものに○を付すこと 

（複数回答可） 

 

１．６年制課程（医学部、歯学部、獣医学の学部）を卒業した者 

２．外国において学校教育における１８年の課程(最終の課程は、医学、歯学、

薬学または獣医学)を修了した者 

３．修士課程を修了した者（薬科学） 

４．薬学以外の修士課程を修了した者 

５．旧薬学教育課程の学部を卒業した者（学力認定※） 

６．その他（学力認定）※ 大学院において、個別の入学資格審査により、6 年制の大学を卒業

した者と同等以上の学力があると認めた者で、２４歳に達したもの   

 

・ ４．の場合は、どのような人材を養成するのかについて下記に記載すること 

・ 薬剤師免許を有していない者について、どのような人材を養成するかについても同

様に下記に記載すること 

・ ５．６．について、学力認定を行う場合、その審査基準（具体的に求める研究歴や職

務経験年数等について）を下記に記載すること 

 

４．薬学以外の修士課程を修了した者 

薬剤師の免許を有していなくても、病態生理解析分野領域では、薬学の基礎的

かつ専門的な知識を備え、使命感、倫理観を有する薬剤師マインドを理解した研

究者を育成する。実際の高度な薬剤師業務には直接携わることはできないが、薬

剤師が抱く臨床的な問題点をお互いに共有し、先端的な研究手法を通じて共同研

究を行うことができる。その課題を解決する能力を有する事ができ、その成果を

患者に還元できうる人材を養成する。また国際的に活躍できる基礎薬学研究者を

養成する。 

５．旧薬学教育課程の学部を卒業した者（学力認定） 

薬剤師免許を有する者で、病院、薬局、大学、研究所等において２年以上実務

に従事した者で、薬学部薬学科６年制の学士学位または薬学系大学院の修士学位

を有する者と同等以上の学力があると認めた者。学力の評価は、面接、筆記試験

を中心とした選抜試験を実施する。 

６．その他（学力認定） 

大学を卒業し、大学、研究所等において2年以上研究に従事した者で、本学大学

院において、薬学部薬学科６年制の学士学位もしくは薬学系大学院の修士学位を

有する者と同等以上の学力があると認めた者。学力の評価には面接と筆記試験を

中心とした選抜試験を実施し、評価する。 
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○ 入学者選抜の方法 

 

一般入学試験については、「英語」、「研究分野の専門科目に関する小論文」、

「研究計画書等に関する事項についての口述試験」により選考を行う。学内進学

推薦入学試験については、「書類選考」および「研究計画書等に関する事項につい

て口述試験」により選考を行う。 

社会人特別選抜入学試験については、「英語」、「研究分野の専門科目に関する

小論文」、「実務経験等に関する事項についての口述試験」により選考を行う。 

 

入学試験の選抜体制については、入学試験を実施する際、研究科委員会におい

て、年度ごとに入学試験委員会委員を選出する。入学試験委員会の委員長は副研

究科長（入試担当）とする。入学試験委員会は入学試験の実施計画を立てる。研

究科委員会は、問題作成・印刷、書類審査、口述試験等の委員を選出する。合否

判定は、入学試験委員会の作成した原案に基づき、研究科委員会において決定す

る。 

【自己点検・自己評価】 

初年度は、社会人特別選抜入学試験については、「英語」、「小論文」の筆記試

験、また「実務経験等に関する事項についての口述試験」を研究科構成委員全員

の前で実施し、適宜質疑応答を行い、入学者を選抜した。公平で適切な選抜がで

きたと評価する。また、２０１５年度入学者の選抜においても、学内進学推薦入

学試験、一般入学試験ともに英語、小論文、口述試験を実施し、適切な選抜がで

きたと評価する。 

 

・ 試験内容を記載するとともに、受験資格に合わせた実効性のある入学者選抜の工

夫について自己点検・評価すること 

 

○ 入学者数（平成２６年度）            

    （内訳：6年制学部卒業生 0名、社会人 2名、薬学部以外の卒業生 0名） 

 

○ カリキュラムポリシー 

 

 カリキュラムポリシー（教育課程の編成方針）は、以下の通りである。 

①専門科目は、医療薬学分野および病態生理解析分野の選択履修とし、専門領

域に留まらず、基礎薬学から臨床薬学に至る幅広い領域の知識取得が可能と

なるようにする。 

②4年間の特別研究において、主指導教員と副指導教員による指導体制をとり、

領域を超えた視点から多角的な研究推進をサポートできる体制を組む。 

③高度薬剤師養成に向けて、大学医学部等と連携して、現地の医師、薬剤師の

指導のもとに、がん化学療法、感染症治療、病院感染対策、妊婦・授乳婦に

対する薬物療法の領域を中心に学べる高度薬剤師養成演習を設置する。 

④学部を通じて培った情報発信能力、コミュニケーション能力をさらに涵養し、
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実践的に活用できるような演習の機会を多く設置する。内外での学術発表を

奨励し、支援するシステムを構築する。 

 

【自己点検・自己評価】 

本学薬学研究科薬学専攻博士課程では、医療薬学分野と病態生理解析分野の2

つの専修分野を設置している。薬剤師資格を有し、本大学院での学びを通じて高

度な薬剤師を目指す学生については、医療薬学分野を選択することを推奨してお

り、薬剤師資格の有無にかかわらず、本大学院での学びを通じて、先端科学と医

療との橋渡しや、基礎研究から医療イノベーションなどを目指す学生については、

病態生理解析分野を選択することを推奨している。なお、薬剤師資格を有しない

学生については、病態生理解析分野を学ぶことになる。 

初年度の社会人学生は、それぞれの分野に１名ずつ配属したが、専門科目は専

門領域を超えた科目でも受講し、幅広い領域からの知識取得が可能となった。そ

のためこの科目配置は適切なものであり、評価できる。 

 

・ 薬学部出身者以外の卒業生についても記載すること 

ホームページのリンク先 

http://www.ritsumei.ac.jp/gsph/introduce/policy.html/ 

 

○ カリキュラムの内容 

 

6 年制薬学学士課程と接続する形で、さらに基礎薬学から医療薬学に至る幅広

い領域を包括的、発展的に学び、高度医療において先導的役割を担う臨床能力、

研究能力を備えた人材や、基礎薬学研究、医療薬学を先導し、発展させられる人

材を育成するために、以下のような特徴を持ったカリキュラムを編成している。 

 

薬学は、医薬品開発から医薬品の適正使用までを含めた幅広い学問領域を含む。

これに対して、本学薬学研究科薬学専攻博士課程では、医療薬学分野と病態生理

解析分野の2つの専修分野を設置する。 

・医療薬学分野では、最新の医療現場におけるニーズや問題点について認識す

る。将来、専門薬剤師資格を取得する際に必要となる知識やスキルを修得す

る。臨床試験の実施に向けた計画策定、医薬品の吸収・分布・代謝・排泄お

よび毒性発現など一連の動態を体系的に学ぶ。 

・病態生理解析分野では、疾病の成因とそれに対する薬物作用を学ぶために、

創薬基盤の理解に繋げる学問分野、すなわち生化学、生理学、ゲノム科学、

医薬品や環境中の化学物質の生体への影響評価を衛生化学、毒性学、生体分

析学などを学ぶ。 

(1) 専門科目（14単位以上） 

＜医療薬学分野＞ 

医療情報分析学特論、医薬品安全評価学特論、創剤学特論、病原微生物学・

感染症学特論、分子生物薬剤学特論、臨床治療学特論、高度薬剤師養成演習
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1～3 

＜病態生理解析分野＞ 

細胞工学特論、上皮バリアと輸送特論、生活習慣病特論、天然薬物学特論、

副作用学特論、分子病態学特論、 

(2)特別研究科目（16単位） 

薬学特別研究1～4は、各4単位で、計16単位を修得する。 

 

 薬学教育を高度に発展させた専門科目を体系的に配置し、各分野における特

別研究に反映、体現できるように配慮した（別紙１）。 

 

【自己点検・自己評価】 

設置の理念に対応すべく、薬学研究科には医療薬学分野と病態生理解析分野の

2 つの専修分野を設置しているが、それぞれの専門分野にとどまらず、基礎薬学

から臨床薬学に至る幅広い領域の最先端の知識取得が可能となるような、科目配

置と研究体制を整備する（詳細は教育課程等の概要参照）。また、高度薬剤師養成

に向けて、大学医学部等と連携して、医療現場の医師、薬剤師の指導のもとに、

がん化学療法、感染症治療、病院感染対策、妊婦・授乳婦に対する薬物療法の領

域を中心に学べるプログラムも整備する（詳細は教育課程等の概要参照）。このカ

リキュラムの内容は、理念を達成するためにふさわしいと評価する。 

また、授業科目ならびにその内容に関しては、本年度が初年度であるためすべ

ての講義が終了はしていないが、社会人学生にとっては再教育にも相当し、アド

バンスな内容で社会人学生からは講義内容に関しての満足度は高く、このような

科目構成とその内容としては評価される。 

なお、在学生の研究テーマは下記の通りである。 

１．リチウム製剤の適正使用に関する研究および調剤薬局の今後の取組に関す

る研究— バイタルサインのチェックを通した地域医療のへの貢献—  

２．消化管バリア形成についての病態生理学的研究 

＜参考資料＞ 

別紙２：シラバス 

別紙３：教育課程等の概要（別紙様式第2号） 

別紙４：履修モデル 

 

・ カリキュラムの内容が設置の理念を達成するものとしてふさわしいかについて記載

すること 

・ 設置されている授業科目が博士課程で扱う内容としてふさわしいものであるかにつ

いて自己点検・評価すること 

・ 博士論文の研究テーマ（予定）についても明示すること 

・ 別途シラバス及び教育課程等の概要（別紙様式第2号）を添付すること 

・ 履修モデルを添付すること 
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○ 博士論文の研究を推進するために医療提供施設との連携体制をどのようにとるか

（予定を含む）について以下に記載すること 

 

滋賀医科大学、関西医科大学との間で協定を締結している。この協定により、

研究科の学生は、協定先大学の指導教員の元で、特別研究学生として研究指導を

受けることが出来る。なお、この協定に関係する連携プログラムは開講科目「高

度薬剤師養成演習1,2,3」に対応している。 

【自己点検・自己評価】 

今年度入学した大学院生は社会人のため、この医科大学の連携体制には直接関

わりはなかった。しかし、将来の入学者にはこの連携先で研究指導が行われるこ

とを想定し、大事な連携として具体的に科目を開講するなど十分な対応を取って

いる。将来の医療現場でのリーダーとなるべき人材の育成を意識し、カリキュラ

ムを提供している点は評価できる。 

 

 

○ 学位審査体制・修了要件 

 

学位審査体制は主査1名と副査2名により構成する。また、研究科委員会が審

査のために必要と認めた場合には、薬学研究科教員以外の教員、または学外の大

学院等の教員等を審査委員とすることができる。修了要件は下記１）— ４）の通

りである。 

１）博士の学位授与の基準としては、査読付きの学術誌に2報以上が掲載、又は

掲載を受理されていることとし、そのうち1報は第一著者であることとする。 

２）博士の学位に関する最終試験は、博士学位審査を中心に行う。博士学位審査

においては、公聴会を開催し、学位審議委員会による口頭試問を行い、博士論

文の内容についての理解ならびに論文としての水準について学位審議委員会

で審議・投票を行い、博士論文の合否を決定する。 

３）さらに学長が主宰する全学の大学院教学組織である大学院学位委員会の承認

を得る。 

４）なお、学力に関しては、修了要件として定められた所定の単位を取得したか

どうかで判断し、博士学位論文審査結果報告書の審議・投票の結果と併せて学

位を授与するかどうかの決定を行う。 

【自己点検・自己評価】 

まだ学位授与の実績はないが、上記のような、学位の授与方針• 基準• 審査体

制は適切であると評価できる。特に査読付き（ピア・レビューあり）の論文に掲

載されることが基準となっているため、公平性の点からも評価できると考えられ

る。 

 

・ 英文学術雑誌（ピア・レビューあり）などに掲載（予定も含む）されていることを条件と

するなどの学位審査要件についても記載すること 
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○ ディプロマポリシー 

 

ディプロマポリシー（学位授与方針）は、以下の通りである。 

① 薬剤師としての高度な専門的な知識や技能を通じて医療の進歩、発展に貢献で

きる。 

② 薬剤師・薬学研究者として基礎研究と臨床研究との橋渡しを通じて医療の進歩、

発展に貢献できる。 

③ 薬学研究者として薬学領域、生命科学領域の学術の進歩、発展に貢献できる。 

本研究科の修了要件は、当該課程に標準修了年限4年間（標準修了年限）以上在

籍するとともに、30単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上で、博士

論文を提出し、その審査および最終試験に合格しなければならない。 

 

養成する人材は以下である。 

・医療分野における高度な職能を有する薬剤師（医療薬学分野） 

2010（平成22）年 4月に出された「医療スタッフの協働・連携によるチーム医療

の推進について」厚生労働省医政局長通知（医政発04301 第 1号）に見られるよ

うに、医療スタッフが協働・連携してチーム医療を推進する中で、化学療法受診

患者の薬学的管理や処方提案など、医師の役割を分担あるいは肩代わりできる薬

剤師が医療現場で求められている。実際に、抗がん薬の処方が医師から薬剤師に

委ねられ（権限移譲契約による）、医師は薬剤師が提案した処方を最終的にチェッ

クするというシステムをとっている医療施設も出てきている（京都府薬剤師会に

よる）。このような処方提案ができるような高度な職能を有する薬剤師は各分野で

今後ますます必要になってくるものと考えられる。本学薬学研究科薬学専攻博士

課程の医療薬学分野では当該分野の講義や演習、特別研究を通じて、このような

高度な職能を有する薬剤師を養成、輩出する。 

なお、本課程を修了しても、各認定薬剤師や専門薬剤師になる為の認定資格をと

ることはできない。 

・地域の医療やセルフメディケーションに貢献できる薬剤師（医療薬学分野） 

我が国が超高齢社会を迎える中で、薬剤師には地域社会の人々の健康を守る大切

な役割も求められている。高齢患者の増加に伴い、病院診療から在宅診療への流

れが進んでおり、今後さらに加速することが予想される。その際、地域の薬局•

ケアセンターの薬剤師が積極的に在宅医療に参加し、地域住民の健康を守ってい

くことが求められる。さきに述べた2010(平成 22)年に出された厚生労働省医政局

長通知に見られるように、限られた医療従事者の手で超高齢化社会の医療制度を

支えていくために、薬剤師の医療への積極的参加が求められている。本学薬学研

究科薬学専攻博士課程、医療薬学分野では、当該分野の講義や演習、特別研究を

通じて、地域医療の発展に先導的、中心的な役割を担う薬剤師を養成、輩出する。

滋賀県で唯一の薬学部である本学薬学部の博士課程を修了し高度な知識や技能を

持った薬剤師には、とりわけ、滋賀県や近隣地域の地域医療の中心となって貢献

することが期待される。 

・医療行政などに携わる人材（医療薬学分野・病態生理解析分野） 
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米国では医療行政や製薬企業の現場に、高度な医学教育を受けた

physician-scientistやmedical scientist（臨床医科学者）が多数従事しており、

医療行政や医薬品の研究開発に大きく貢献している。これと同様に、本学薬学専

攻博士課程においても、医療薬学分野・病態生理解析分野における講義や演習、

特別研究を通じて、我が国の医療行政や製薬会社の開発部門などにおいて、指導

的立場で活躍できる、高度な薬学教育を受けたpharmacist-scientist（薬剤師科

学者）としての人材を養成・輩出する。 

・次世代の薬学部を担う人材（医療薬学分野・病態生理解析分野） 

 次世代の薬学部教員には、医療人としての薬剤師養成を担当する知識、素養や

教育力と、高い研究能力がともに求められる。さらに、こうした人材を養成する

ためには、薬剤師教育と高度な薬学教育がともに必要となる。本学薬学研究科薬

学専攻博士課程では、医療薬学分野、病態生理解析分野とも、学部教育と一体と

なって薬剤師教育と高度な薬学教育を途切れなく効率良く行い、母校である本学

のみならず、広く医薬系の教育研究機関において指導的立場で活躍できる人材を

養成・輩出する。 

 

なお、薬学部出身者以外の卒業生については、以下である。 

ディプロマポリシー（学位授与方針）は、上記冒頭の①、②、③に記載したとお

りである。 

・次世代の薬学部を担う人材（病態生理解析分野） 

薬剤師資格を有しない学生については、病態生理解析分野を学ぶことになる。 

次世代の薬学部教員には、医療人としての薬剤師養成を担当する知識、素養や教

育力と、高い研究能力がともに求められる。さらに、こうした人材を養成するた

めには、薬剤師教育と高度な薬学教育がともに必要となる。本学薬学研究科薬学

専攻博士課程では、医療薬学分野、病態生理解析分野とも、学部教育と一体とな

って薬剤師教育と高度な薬学教育を途切れなく効率良く行い、母校である本学の

みならず、広く医薬系の教育研究機関において指導的立場で活躍できる人材を養

成・輩出する。 

 

・ 薬学部出身者以外の卒業生についても記載すること 

・ 養成する人材像を具体的に記載すること 

ホームページのリンク先 

http://www.ritsumei.ac.jp/gsph/introduce/policy.html/
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＜専門科目（医療薬学分野）＞  ＜専門科目（病態生理解析分野）＞ 

薬学研究科博士課程 学部科目 
 

薬学研究科博士課程 学部科目 
 

医療情報分析学特論 ← 医薬品情報学  副作用学特論 ← 薬理学 

病原微生物学・感染症学

特論 
← 微生物学      毒性学 

    病原微生物学      薬物治療学 

臨床治療学特論 ← 薬理学  
上皮バリアと輸送特

論 
← 生化学 

    薬物治療学      
人体の構造と機

能 

創剤学特論 ← 臨床薬剤学      薬物動態学 

    製剤学  分子病態学特論 ← 病態生化学 

医薬品安全評価学特論 ← 臨床薬剤学      生化学 

    毒性学      分子生物学 

分子生物薬剤学特論 ← 生物薬剤学      病理学 

    薬物動態学  生活習慣病特論 ← 病態生化学 

    臨床薬剤学      病理学 

高度薬剤師養成演習１ ← 生物薬剤学      衛生化学 

    薬物動態学      公衆衛生学 

    臨床薬剤学  細胞工学特論 ← 分子生物学 

    薬物治療学      分子細胞生物学

    毒性学  天然薬物学特論 ← 生薬学 

    医薬品情報学      天然物化学 

    病院実務実習      漢方医療薬学 

    薬局実務実習     
高度薬剤師養成演習２ ← 微生物学     
    病原微生物学     
    病院実務実習     
    薬局実務実習     
高度薬剤師養成演習３ ← 薬物治療学     
    毒性学     
    病院実務実習     
    薬局実務実習     
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別紙３ 



 1

履修モデル 1：幅広い薬学知識に基づいた研究力を有する高度な薬剤師を目指す履修モデ

ル 

医薬の急速な進歩に対応した高度な薬剤師には、6 年制課程で学ぶ以上の幅広い先端的

な薬学的な知識を基盤として、臨床薬学の専門分野における研究力を有することが求めら

れる。こうした研究力を有する高度薬剤師を目指す学生には、臨床薬学分野の実践的な特

別研究を実施するほか、専門科目として「臨床治療学特論」、「分子生物薬剤学特論」のほ

か、医療情報の入手・管理を学ぶ｢医療情報分析学特論」、｢医薬品安全評価学特論」、｢副作

用学特論」などの履修が推奨される。 

 

年次 講義科目 薬学特別研究科目 

1年次 ○臨床治療学特論、○分子生物薬剤学特論 薬学特別研究１ 

2年次 ○医療情報分析学特論、○医薬品安全評価学特論 

△副作用学特論、△生活習慣病特論 

薬学特別研究２ 

3年次 ○創剤学特論、△上皮バリアと輸送特論 薬学特別研究３ 

4年次  薬学特別研究４ 

○は医療薬学分野科目、△は病態生理解析分野科目 

 

履修モデル 2：高度な職能を有する薬剤師（臨床試験分野）を修了後に目指す履修モデル

（社会人学生を除く） 

 近年の新薬開発において、分子生物学の発展により病態のメカニズムが解明され、従来

の抗がん薬とは異なる分子標的薬といった抗がん薬や希少疾患に関する医薬品開発も進め

られている。このため、治験あるいは市販後調査において薬の専門家である薬剤師の職能

がより深く関わっていく必要性があるものと考えられる。この分野においては、滋賀医科

大学附属病院において実践的な臨床試験に関わる内容について学習を行い、将来CRCやCRO

として活躍する薬剤師を養成し、将来の資格申請に備える。専門科目としては、「医薬品安

全評価学特論」、「副作用学特論」、｢医療情報分析学特論｣、「臨床治療学特論」の履修が推

奨され、「高度薬剤師養成演習1」の選択が必要となる。 

年次 専門科目 薬学特別研究科目 

1年次 ○高度薬剤師養成演習1 薬学特別研究1 

2 年次 ○医薬品安全評価学特論、△副作用学特論 

○医療情報分析学特論 

薬学特別研究２ 

 

3 年次 ○臨床治療学特論、○分子生物薬剤学特論  

△分子病態学特論 
薬学特別研究３ 

 

4 年次  薬学特別研究４ 

○は医療薬学分野科目、△は病態生理解析分野科目 

 

履修モデル 3：高度な職能を有する薬剤師（妊婦・授乳婦専門薬剤師）を修了後に目指す

履修モデル（社会人学生を除く） 

 現在、多発性骨髄腫の治療に用いられているサリドマイドは、過去にアザラシ肢症とい

った胎児毒性が認められ、日本においては製造・販売中止になった薬である。副作用のな

い薬は存在せず、妊婦あるいは授乳婦が服用している薬については、母体のみならず、胎

別紙４ 
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児や小児に対してもサリドマイドの例のように影響を与える。また、添付文書上には 

小児への適応がない薬についても、多くの場合これまでの経験を元に投与量等が設定され

用いられているのが現状である。このため、妊婦・授乳期における薬物療法に関する高度

な知識、技術、倫理観により、妊娠・授乳期に特有な母体の変化と、次世代への有害作用

を考慮した薬物療法を担い、母子の健康に貢献する薬剤師養成、小児期における薬物療法

に関する高度な知識、技術、倫理観により薬物療法を行う上での小児の特性を理解し、安

全かつ有効な薬物療法を提供でき、特に小児用医薬品適応拡大へ貢献する薬剤師養成を目

指す。この分野においては、滋賀医科大学附属病院において実践的な内容について学習を

行い、将来妊婦・授乳婦専門薬剤師として活躍する薬剤師を養成し、将来の資格申請に備

える。専門科目としては、「医薬品安全評価学特論」、「副作用学特論」、｢医療情報分析学特

論｣、「臨床治療学特論」の履修が推奨され、「高度薬剤師養成演習1」の選択が必要となる。 

年次 専門科目 薬学特別研究科目 

1年次 ○高度薬剤師養成演習1 薬学特別研究１ 

2年次 ○医薬品安全評価学特論、△副作用学特論 

○医療情報分析学特論 

薬学特別研究２ 

3年次 ○臨床治療学特論、○分子生物薬剤学特論 

△上皮輸送とバリア特論 
薬学特別研究３ 

 

4 年次  薬学特別研究４ 

○は医療薬学分野科目、△は病態生理解析分野科目 

 

履修モデル 4：高度な職能を有する薬剤師（感染制御認定薬剤師やがん専門薬剤師等）を

修了後に目指す履修モデル（社会人学生を除く） 

 多剤耐性菌による病院感染が問題となり、また死因の第１位を占め、いまや国民病とな

ったがん患者が社会生活を営む上でのQOLの確保が、新たな医療課題として注目されてい

る。これら時代の要請から、専門資格を有する薬剤師が、病院感染対策を専門とする医師、

看護師などと構成する感染制御チームや、外来化学療法室に隣接する調剤室からオンコロ

ジーナースと常にコミュニケーションをはかることができるがん専門薬剤師への社会的な

期待は高まる傾向にある。これらの認定薬剤師資格の取得を将来目指す学生は医療薬学分

野に所属する事を推奨する。この分野では、関西医科大学附属病院において実践的な病院

感染症対策やがん化学療法のレジメンを学習するとともに、抗微生物薬や抗がん剤の適正

使用、病院感染予防等に関する研究を行い、将来の資格申請に備える。専門科目としては、

「病原微生物学・感染症学特論」、「臨床治療学特論」、「分子生物薬剤学特論」、「医薬品安

全評価学特論」、「副作用学特論」の履修が推奨され、「高度薬剤師養成演習」の履修が必要

となる。 

年次 専門科目 薬学特別研究科目 

1年次 ○臨床治療学特論、○分子生物薬剤学特論 

△分子病態学特論 

薬学特別研究1 

 

2 年次 ○医薬品安全評価学特論、△副作用学特論 

○病原微生物学・感染症学特論 

薬学特別研究２ 

3年次 ○創剤学特論 薬学特別研究３ 

4年次 ○高度薬剤師養成演習2および3 薬学特別研究４ 

○は医療薬学分野科目、△は病態生理解析分野科目 
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履修モデル5：6年間の学士課程の医療薬学を修めて、さらに地域の医療やセルフメディケ

ーションに貢献できる薬剤師を目指す履修モデル 

高齢患者の増加や、医師の偏在による医療過疎などの問題が見られる中、今後、地域の

薬局・ケアセンターの薬剤師には、病院などの医療機関と連携しながら、積極的に地域住

民の健康を守っていくという重要な役割が求められる。地域医療への貢献を目指す学生に

は、地域医療に関する実践的な特別研究を実施するほか、専門科目として「臨床治療学特

論」のほか、医療情報の入手・管理を学ぶ｢医療情報分析学特論」、｢医療品安全評価学特論」、

｢副作用学特論」などの履修が推奨される。 

 

年次 講義科目 薬学特別研究科

目 

1年次 ○臨床治療学特論、○分子生物薬剤学特論 薬学特別研究１ 

2年次 ○医療情報分析学特論、○医薬品安全評価学特論 

△副作用学特論、△生活習慣病特論 

薬学特別研究２ 

3年次 ○創剤学特論、△天然薬物学特論 薬学特別研究３ 

4年次  薬学特別研究４ 

○は医療薬学分野科目、△は病態生理解析分野科目 

 

履修モデル 6：薬学の専門知識を駆使して医療行政、製薬会社の開発部門などでの活躍を

目指すモデル 

 医療の高度化、医薬品の多様化、臨床試験の迅速化への要求などに伴い、医療行政や製

薬会社の臨床開発部門など、例えば、治験分野において指導的立場で活躍できる、高度な

薬学教育を受けたpharmacist-scientist（薬剤師科学者）に対するニーズが存在する。こ

れらの分野を目指す学生には、臨床試験に関する実践的な特別研究などを実施するほか、

専門科目として「医薬品安全評価学特論」、｢副作用学特論」や｢医療情報分析学特論」など

の履修が推奨される。 

 

年次 専門科目 薬学特別研究科目 

1年次 

 

○臨床治療学特論、○創剤学特論 

△分子病態学特論 

薬学特別研究1 

2年次 

 

○医療情報分析学特論、○医薬品安全評価学特論 

△副作用学特論 

薬学特別研究２ 

3年次 

 

○分子生物薬剤学特論 薬学特別研究３ 

4年次  薬学特別研究４ 

○は医療薬学分野科目、△は病態生理解析分野科目 

 

履修モデル7：6年間の学士課程の医療薬学を修めて、生体や疾患の分子レベルでの研究を

発展させて、次世代の薬学部教員を目指すモデル 

薬物治療には、単なる経験則ではなく、エビデンス（科学的根拠）に基づいた治療が求
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められ、生体を構成する分子から細胞、固体レベルにおける薬物の作用の理解が欠かせな

い。将来の薬学部の教育と研究に携わる研究者を目指す学生には、医療薬学と合せて生体

の生理機能ならびに病態の分子レベルでの深い理解が不可欠である。そこにはゲノム、RNA、

タンパク質分子から細胞、個体まで様々なレベルから、生体の生理的な機能の維持がどの

ように為され、その破綻がどのように疾病の発症に繋がるかということも含まれる。次世

代の薬学部教員を目指す学生には、特別研究を通じて専門的な研究を深化させるのみなら

ず、専門科目として学生が所属する分野と、所属とは別の分野が開講する専門科目をバラ

ンスよく学び、薬学に関する幅広い知識、観点を涵養することが望まれる。履修モデルの

一例を下記に示す。 

年次 専門科目 薬学特別研究科目 

1年次 △分子病態学特論、△上皮バリアと輸送特論 

○臨床治療学特論 

薬学特別研究1 

2 年次 △生活習慣病特論、△細胞工学特論、△副作用学特論 

○病原微生物学・感染症学特論 

薬学特別研究2 

3 年次 ○分子生物薬剤学特論 薬学特別研究3 

4 年次  薬学特別研究4 

○は医療薬学分野科目、△は病態生理解析分野科目 

 

 

 


